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１．課題とご要望

生産性の向上は、まず原価を把握することが重要です。
工数の自動取得により、原価把握をお手伝いします。

１ 製品の生産工数を把握できていない。

2 製品の原価が分からず、儲かっているのかわからない。

3 生産計画は行っているが予実管理ができない。

製造部門・生産管理部門責任者様へ このようなお困り事はありませんか。
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２．工数管理システムーシステム概要

アクティブRFIDによる位置検知で自動で工数カウント

コントローラ

RFIDサーバ

位置情報LANケーブル

・作業者の工数を自動で取得します。
・既存の生産システムへ
位置情報を引き渡すことができます。

アンテナ

ミニタグ
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３．工数管理システムー画面イメージ

＜作業工数ガントチャート＞＜作業時間情報画面＞

＜作業工数(個人)予実グラフ画面＞

4/22 4/23 4/24 4/25 4/26

時間/日

1

2

3

4

5

6

7

8

＜工程毎作業時間予実グラフ画面＞

生産計画と、RFIDで取得した作業時間を元に予実管理を行います。
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４．オプション(機械トラブル通知システム)

位置情報＋センサ情報で機械停止時間を大幅削減

コントローラ

RFIDサーバ

トラブル情報

LANケーブル

位置情報

スマホ

アンテナ

ミニタグ

③トラブル対応者
探索処理＆通知

処置対応通知

④スマホにプッシュ通知

機械Aにて
トラブル発生
対処して下さい

コントローラ

アンテナ

光センサ無線機

①トラブル発生

②異常通知

機械A


